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研究要旨 

新生児血栓症（プロテイン C、プロテイン S およびアンチトロンビン異常症）を
含む小児血栓症について、成育医療研究センターにおける 10 年間の小児
血栓症の推移を含めて報告する。 

  

Ａ．研究目的 

小児において血栓症は少ないといわれ、
その実態は長らく不明であった。近年、新生
児や小児の集中治療の分野を中心に報告
例が散見されるようになってきた。カナダ、オ
ランダ、ドイツからはまとまった調査結果が報
告されている。血栓症やその基礎となる栓友
病の有病率は、FV Leiden が東アジアでは
見られないように、人種によって異なってい
るとされている。わが国の新生児を含む小児
全体の血栓症に関する診療体制の構築は、
急務といえるが、実態はほとんど明らかにな
っていない。小児の血栓症に関する診療状
況を把握して基礎資料を作成することを目
的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

 当院における 2002 年 3 月～2012 年 7 月
の電子診療録から後方視的に検討した。 
 
（倫理面への配慮） 
「疫学研究に関する倫理指針」を遵守して
行った。 

 

Ｃ．研究結果 

 症例は 124 例(男 61例，女 63例)であった。
当院入院で診断されたのは観察期間中
40747例の小児入院に対し102例であった。
年齢は 0～19 歳(中央値 3歳)で 1歳未満が
最多で 28 例(新生児 9 例)であった。図に示

すように経年的に増加傾向であった(p＜
0.05)。先天性血栓素因は8例で、プロテイン
C欠損症 3例、プロテイン S欠損症 3例、先
天性HUS1例、鎌状赤血球症1例であった。
後天性血栓症はHUS/TTP 45例、門脈血栓
症 14 例、中心静脈カテーテル関連血栓症
14例、脳梗塞11例、肺塞栓7例、四肢深部
血栓症 7 例であった。先天性血栓性素因を
除いた基礎疾患は77例にあり、悪性腫瘍20
例、肝移植後 14 例、先天性心疾患 13 例で
あった。血栓の部位では動脈19例、静脈35
例、カテーテル 14 例であった。13 例が死亡
し 11 例に後遺症を生じた。年齢，血栓の部
位と死亡との有意な関連はなかったが、基
礎疾患がある場合は死亡が有意に多かった
(p＜0.05)。発生部位と後遺症との関連をみ
ると動脈で有意に多かった（p＜0.05）。 
 

Ｄ．考察 

 新生児を含む小児の血栓症は、当初の予
想以上に多く存在していることが明確にしめ
された。死亡率や再発率が高いことから、今
後、最適な予防法や治療法を開発する必要
があると考えられる。小児の血栓症は経年的
に増加傾向ではあるが、一施設では症例数
が不十分なため、多施設共同の前方視的研
究が望まれる。 
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Ｅ．結論

新生児を含む小児血栓症の全国調査成
績を報告した。
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